
℻  

西
郷
ど
ん
の
像
の
背
後
に
十
月
桜
の
薄
紅
満
つ
る
冬
晴
れ
の
朝

西
郷
ど
ん
の
像
の
背
後
に
十
月
桜
の
薄
紅
満
つ
る
冬
晴
れ
の
朝

 

城
廻　

塩
田　

文
子

城
廻　

塩
田　

文
子

　

な
か
な
か
タ
イ
ム
リ
ー
な
歌
で
楽
し
く
読
め
た
。

　

な
か
な
か
タ
イ
ム
リ
ー
な
歌
で
楽
し
く
読
め
た
。

紅
白
の
テ
レ
ビ
見
な
が
ら
日
記
帳
の
ラ
ス
ト
ペ
ー
ジ
に
筆
を
走
ら

紅
白
の
テ
レ
ビ
見
な
が
ら
日
記
帳
の
ラ
ス
ト
ペ
ー
ジ
に
筆
を
走
ら

す 

逗
子
市　

木
村　
　

勲

逗
子
市　

木
村　
　

勲

　

大
晦
日
の
夜
の
様
子
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

　

大
晦
日
の
夜
の
様
子
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

湘
南
の
し
ら
す
料
理
に
人
群
れ
て
海
黙
々
と
命
育
む

湘
南
の
し
ら
す
料
理
に
人
群
れ
て
海
黙
々
と
命
育
む

 

片
瀬　

中
村　
　

喬

片
瀬　

中
村　
　

喬

　

下

　

下
句
の
把
握
に
よ
り
歌
が
生
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
。

の
把
握
に
よ
り
歌
が
生
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
。

夕
映
え
を
背
に
川
鵜
ら
は
電
線
に
四
分
休
止
符
の
形
し
て
を
り

夕
映
え
を
背
に
川
鵜
ら
は
電
線
に
四
分
休
止
符
の
形
し
て
を
り

 

今
泉
台　

下
田　

和
夫

今
泉
台　

下
田　

和
夫

紅
梅
の
一
輪
ぽ
っ
と
咲
き
初
め
て
心
の
内
に
春
の
灯
と
も
る

紅
梅
の
一
輪
ぽ
っ
と
咲
き
初
め
て
心
の
内
に
春
の
灯
と
も
る

 

逗
子
市　

湊　

美
根
子

逗
子
市　

湊　

美
根
子

愚
痴
多
き
母
の
手
紙
の
追
伸
に
「
あ
な
た
の
編
ん
だ
セ
ー
タ
ー
着

愚
痴
多
き
母
の
手
紙
の
追
伸
に
「
あ
な
た
の
編
ん
だ
セ
ー
タ
ー
着

て
ま
す
」

て
ま
す
」 

大
船　

小
笹
岐
美
子

大
船　

小
笹
岐
美
子

恐
山
蒼
く
裾
引
き
眠
り
お
り
風
雪
し
ま
く
涯
の
霊
場

恐
山
蒼
く
裾
引
き
眠
り
お
り
風
雪
し
ま
く
涯
の
霊
場

 

岡
本　

鳴
海　

紀
政

岡
本　

鳴
海　

紀
政

吾
子
の
手
に
摘
ま
れ
し
ラ
ッ
パ
水
仙
の
蕾
に
わ
れ
の
夢
を
重
ね
る

吾
子
の
手
に
摘
ま
れ
し
ラ
ッ
パ
水
仙
の
蕾
に
わ
れ
の
夢
を
重
ね
る

 

十
二
所　

大
木　

麻
里

十
二
所　

大
木　

麻
里

父
逝
き
て
泡
立
つ
心
で
ス
ー
パ
ー
へ
行
け
ば
流
る
る
ク
リ
ス
マ
ス

父
逝
き
て
泡
立
つ
心
で
ス
ー
パ
ー
へ
行
け
ば
流
る
る
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ

ソ
ン
グ 

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

鵯ひ
よ
ど
り

ひ
よ
ど
りの

目
を
盗
み
つ
つ
来
て
餌
台
の
パ
ン
く
ず
ほ
ほ
ば
る
目
白
の
夫

の
目
を
盗
み
つ
つ
来
て
餌
台
の
パ
ン
く
ず
ほ
ほ
ば
る
目
白
の
夫

婦 

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

バ
ス
の
窓
に
見
え
か
く
れ
せ
し
三
日
月
が
わ
た
し
と
一
緒
に
歩
い

バ
ス
の
窓
に
見
え
か
く
れ
せ
し
三
日
月
が
わ
た
し
と
一
緒
に
歩
い

て
く
れ
る

て
く
れ
る 

藤
沢
市　

青
木
寿
美
子

藤
沢
市　

青
木
寿
美
子

〈
天
〉

〈
天
〉
小
春
日
や
伊
豆
大
島
の
軽
く
浮
き

小
春
日
や
伊
豆
大
島
の
軽
く
浮
き 

本
鵠
沼　

森
田　

順
子

本
鵠
沼　

森
田　

順
子

　

い
か
に
も
小
春
日
の
中
の
一
景
が
伝
わ
っ
て
く
る
。下
五
が
独
特
。

い
か
に
も
小
春
日
の
中
の
一
景
が
伝
わ
っ
て
く
る
。下
五
が
独
特
。

〈
地
〉

〈
地
〉
小
恙
を
重
ね
重
ね
て
冬
至
風
呂

小
恙
を
重
ね
重
ね
て
冬
至
風
呂 

植
木　

風
見　

玲
子

植
木　

風
見　

玲
子

　

小
恙
と
い
う
表
現
も
斬
新
。
冬
至
風
呂
は
動
か
せ
な
い
季
語
。

　

小
恙
と
い
う
表
現
も
斬
新
。
冬
至
風
呂
は
動
か
せ
な
い
季
語
。

〈
人
〉

〈
人
〉
水
仙
や
そ
れ
ぞ
れ
の
道
照
ら
し
出
す

水
仙
や
そ
れ
ぞ
れ
の
道
照
ら
し
出
す 

大
町　

飯
島　

和
夫

大
町　

飯
島　

和
夫

　

水
仙
花
の
ひ
た
向
き
な
純
白
さ
が
よ
く
出
て
い
る
希
望
の
あ
る
作
品
。

水
仙
花
の
ひ
た
向
き
な
純
白
さ
が
よ
く
出
て
い
る
希
望
の
あ
る
作
品
。

山
茶
花
の
庭
に
暮
色
の
俄
な
る

山
茶
花
の
庭
に
暮
色
の
俄
な
る 

逗
子
市　

塩
谷
あ
い
子

逗
子
市　

塩
谷
あ
い
子

　

山
茶
花
の
庭
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
と
れ
た
一
句
。

　

山
茶
花
の
庭
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
と
れ
た
一
句
。

冬
籠
し
て
常
よ
り
も
耳
聡
し

冬
籠
し
て
常
よ
り
も
耳
聡
し 

鵠
沼
桜
が
岡　

一
色
千
穗
子

鵠
沼
桜
が
岡　

一
色
千
穗
子

　

身
体
の
な
か
の
聴
覚
を
焦
点
に
し
た
の
が
成
功
。

　

身
体
の
な
か
の
聴
覚
を
焦
点
に
し
た
の
が
成
功
。

生
き
て
い
る
証
し
と
な
る
や
年
賀
状

生
き
て
い
る
証
し
と
な
る
や
年
賀
状 

岡
本　

森
田　
　

孝

岡
本　

森
田　
　

孝

　

年
賀
状
は
出
す
人
が
減
っ
た
と
は
言
え
、や
は
り
大
事
な
文
化
だ
。

年
賀
状
は
出
す
人
が
減
っ
た
と
は
言
え
、や
は
り
大
事
な
文
化
だ
。

虎も
が
り
ぶ
え

も
が
り
ぶ
え

落
笛
落
笛
家
も
ま
た
地
に
還
り
ゆ
く

家
も
ま
た
地
に
還
り
ゆ
く 

常
盤　

片
岡　

和
子

常
盤　

片
岡　

和
子

伊
予
よ
り
の
句
会
中
継
二
日
の
夜

伊
予
よ
り
の
句
会
中
継
二
日
の
夜 

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

年
賀
状
墨
の
匂
ひ
に
奈
良
思
ふ

年
賀
状
墨
の
匂
ひ
に
奈
良
思
ふ 

川
名　

槇
野
あ
さ
子

川
名　

槇
野
あ
さ
子

錠
さ
せ
る
古
都
の
大
寺
冬
紅
葉

錠
さ
せ
る
古
都
の
大
寺
冬
紅
葉 

本
鵠
沼　

宗　
　

智
尾

本
鵠
沼　

宗　
　

智
尾

カ
ラ
フ
ル
な
鎌
倉
野
菜
初
売
り
す

カ
ラ
フ
ル
な
鎌
倉
野
菜
初
売
り
す 

笛
田　

上
田　

満
善

笛
田　

上
田　

満
善

極
月
の
沖
へ
急
ぐ
や
漁
り
の
灯

極
月
の
沖
へ
急
ぐ
や
漁
り
の
灯 

藤
沢
市　

春
山　

多
喜

藤
沢
市　

春
山　

多
喜

初
凪
や
薬
膳
中
華
料
理
店

初
凪
や
薬
膳
中
華
料
理
店 

逗
子
市　

佐
藤　

信
子

逗
子
市　

佐
藤　

信
子

冬
青
空
吾
を
隔
て
る
何
も
な
し

冬
青
空
吾
を
隔
て
る
何
も
な
し 

玉
縄　

篠
田　

祥
子

玉
縄　

篠
田　

祥
子

寒
紅
を
濃
く
ひ
き
一
歩
お
そ
れ
無
し

寒
紅
を
濃
く
ひ
き
一
歩
お
そ
れ
無
し 

城
廻　

小
美
野
京
子

城
廻　

小
美
野
京
子

鎌
倉
や
オ
ペ
ラ
の
響
き
冬
ま
つ
り

鎌
倉
や
オ
ペ
ラ
の
響
き
冬
ま
つ
り 

手
広　

高
口　

道
宏

手
広　

高
口　

道
宏

フ
ル
ー
ト
の
澄
ん
だ
音
色
や
冬
の
夜

フ
ル
ー
ト
の
澄
ん
だ
音
色
や
冬
の
夜 

今
泉　

小
林
刀
羊
子

今
泉　

小
林
刀
羊
子

冬
晴
れ
や
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
映
る
富
士

冬
晴
れ
や
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
映
る
富
士 

笹
目
町　

出
蔵
か
お
る

笹
目
町　

出
蔵
か
お
る

冬
の
雨
車
窓
に
沈
む
街
明
か
り

冬
の
雨
車
窓
に
沈
む
街
明
か
り 

腰
越　

松
原　
　

薫

腰
越　

松
原　
　

薫

ふ
る
里
を
ま
る
ご
と
食
す
師
走
鍋

ふ
る
里
を
ま
る
ご
と
食
す
師
走
鍋 

十
二
所　

大
木　

麻
里

十
二
所　

大
木　

麻
里

▼
第
1414
回
キ
ラ
キ
ラ
☆
ハ

回
キ
ラ
キ
ラ
☆
ハ

ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

　

３
月

　

３
月
1010
日
1313
時
、
藤
沢
市

時
、
藤
沢
市

民
会
館
。
鎌
倉
、
湘
南
の
ハ

民
会
館
。
鎌
倉
、
湘
南
の
ハ

ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
の
演
奏
。

ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
の
演
奏
。

無
料
。
萩
野
谷
方
☎
０
８
０

無
料
。
萩
野
谷
方
☎
０
８
０

・
５
６
４
４
・
３
１
７
５

・
５
６
４
４
・
３
１
７
５

▼
中
村
天
風
心
身
統
一

中
村
天
風
心
身
統
一

法
鎌
倉
講
習
会

法
鎌
倉
講
習
会

　

２
月
３
日

　

２
月
３
日
1414
時
、
鎌
倉
商

時
、
鎌
倉
商

工
会
議
所
。「
積
極
観
念
の

工
会
議
所
。「
積
極
観
念
の

養
成
法
」
な
ど
。
千
円
。
天

養
成
法
」
な
ど
。
千
円
。
天

風
会
認
定
鎌
倉
の
会
☎

風
会
認
定
鎌
倉
の
会
☎
4444
・

４
４
６
１

４
４
６
１

▼
市
民
公
開
講
座
・
シ

市
民
公
開
講
座
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

ン
ポ
ジ
ウ
ム
inin
鎌
倉
鎌
倉

　

２
月

　

２
月
1111
日
1313
時
、
鎌
倉
女

時
、
鎌
倉
女

子
大
学
二
階
堂
学
舎
。「
か
み

子
大
学
二
階
堂
学
舎
。「
か
み

合
わ
せ
治
療
で
変
わ
る
心
身

合
わ
せ
治
療
で
変
わ
る
心
身

の
健
康
・
美
容
・
長
寿
」
を
大

の
健
康
・
美
容
・
長
寿
」
を
大

阪
大
学
丸
山
剛
郎
名
誉
教
授

阪
大
学
丸
山
剛
郎
名
誉
教
授

と
武
蔵
野
学
院
大
学
大
学
院

と
武
蔵
野
学
院
大
学
大
学
院

澤
口
俊
之
教
授
が
話
す
。無

澤
口
俊
之
教
授
が
話
す
。無

料
。申
込
は

料
。申
込
は
℻
0303
・
３
５
３

・
３
５
３

８
・
０
３
４
６
日
本
咬
合
臨

８
・
０
３
４
６
日
本
咬
合
臨

床
研
究
所
公
開
講
座
事
務
局

床
研
究
所
公
開
講
座
事
務
局

☎
0303
・
３
５
３
８
・
０
３
４
７

・
３
５
３
８
・
０
３
４
７

▼
鎌
倉
の
震
災
志
に
学

鎌
倉
の
震
災
志
に
学

ぶ
防
災
と
減
災

ぶ
防
災
と
減
災

　

２
月

　

２
月
1717
日
1313
時
半
、
建
長

時
半
、
建
長

寺
。
関
東
大
震
災
の
記
録

寺
。
関
東
大
震
災
の
記
録

「
鎌
倉
震
災
誌
」
を
研
究
し

「
鎌
倉
震
災
誌
」
を
研
究
し

て
い
る
鎌
倉
市
役
所
自
主
研

て
い
る
鎌
倉
市
役
所
自
主
研

修
グ
ル
ー
プ
「
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ

修
グ
ル
ー
プ
「
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ

Ｕ
の
会
」
が
防
災
と
減
災
の

Ｕ
の
会
」
が
防
災
と
減
災
の

方
法
を
話
す
。
３
百
円
。
神

方
法
を
話
す
。
３
百
円
。
神

奈
川
県
建
築
士
事
務
所
協
会

奈
川
県
建
築
士
事
務
所
協
会

鎌
倉
支
部
☎

鎌
倉
支
部
☎
4242
・
７
９
２
０

・
７
９
２
０

▼
生
花
で
つ
く
る
ケ
ー

生
花
で
つ
く
る
ケ
ー

キ
フ
ラ
ワ
ー

キ
フ
ラ
ワ
ー

　

２
月

　

２
月
1818
日
1010
時
、
ふ
じ
さ

時
、
ふ
じ
さ

わ
宿
交
流
館
。
藤
沢
マ
イ
ス

わ
宿
交
流
館
。
藤
沢
マ
イ
ス

タ
ー
か
ら
生
花
や
リ
ボ
ン
を

タ
ー
か
ら
生
花
や
リ
ボ
ン
を

使
っ
た
初
心
者
向
け
の
フ
ラ

使
っ
た
初
心
者
向
け
の
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
学

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
学

ぶ
。
高
校
生
以
上
。
千
円
。

ぶ
。
高
校
生
以
上
。
千
円
。

申
込
は
８
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ

申
込
は
８
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ

で
藤
沢
市
産
業
労
働
課
☎
０

で
藤
沢
市
産
業
労
働
課
☎
０

４
６
６
・

４
６
６
・
2525
・
１
１
１
１

・
１
１
１
１

▼
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
と
日
本
社
会

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
と
日
本
社
会

　

２
月

　

２
月
1818
日
1313
時
半
、
鎌
倉

時
半
、
鎌
倉

芸
術
館
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

芸
術
館
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

の
衝
撃
と
日
本
社
会
に
与
え

の
衝
撃
と
日
本
社
会
に
与
え

た
影
響
を
学
ぶ
。５
百
円
。要

た
影
響
を
学
ぶ
。５
百
円
。要

申
込
。
湘
現
会

申
込
。
湘
現
会 

桑
原
方
☎

桑
原
方
☎

０
４
６
・
８
７
２
・
２
２
１
３

０
４
６
・
８
７
２
・
２
２
１
３

▼
日
本
総
合
書
芸
院
文
化

日
本
総
合
書
芸
院
文
化

講
演
会「
印
と
向
き
合
う
」

講
演
会「
印
と
向
き
合
う
」

　

２
月

　

２
月
1818
日
1414
時
、
鎌
倉
商

時
、
鎌
倉
商

工
会
議
所
。
毎
日
書
道
展
審

工
会
議
所
。
毎
日
書
道
展
審

査
会
員
池
田
光
希
さ
ん
か
ら

査
会
員
池
田
光
希
さ
ん
か
ら

篆
刻
と
落
款
の
こ
と
を
学

篆
刻
と
落
款
の
こ
と
を
学

ぶ
。
無
料
。
要
申
込
。
☎

ぶ
。
無
料
。
要
申
込
。
☎
2323

・
２
１
０
０

・
２
１
０
０

▼
鎌
倉
の
ま
ち
な
み
と

鎌
倉
の
ま
ち
な
み
と

伝
統
木
構
造

伝
統
木
構
造

　

２
月

　

２
月
2020
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
建
築
士

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
建
築
士

で
鎌
倉
湘
南
景
観
フ
ォ
ー
ラ

で
鎌
倉
湘
南
景
観
フ
ォ
ー
ラ

ム
梅
沢
典
雄
理
事
か
ら
伝
統

ム
梅
沢
典
雄
理
事
か
ら
伝
統

木
構
造
を
学
び
鎌
倉
ら
し
さ

木
構
造
を
学
び
鎌
倉
ら
し
さ

の
景
観
を
考
え
る
。
５
百

の
景
観
を
考
え
る
。
５
百

円
。
円
。
1717
日
ま
で
に
要
申
込
。

日
ま
で
に
要
申
込
。

鎌
倉
同
人
会

鎌
倉
同
人
会 

吉
田
方
☎
０

吉
田
方
☎
０

９
０
・
５
７
６
５
・
４
１
２
５

９
０
・
５
７
６
５
・
４
１
２
５

▼
第
３
回
鎌
倉
論
語
素
読
会

第
３
回
鎌
倉
論
語
素
読
会

　

３
〜
７
月
ま
で
の
第
２
・

　

３
〜
７
月
ま
で
の
第
２
・

４
日
曜

４
日
曜
1010
時
、
鎌
倉
論
語
会

時
、
鎌
倉
論
語
会

館
。
第
１
期
全

館
。
第
１
期
全
1010
回
。
論
語

回
。
論
語

直
訳
文
を
朗
読
後
、
解
説
、

直
訳
文
を
朗
読
後
、
解
説
、

意
見
交
換
。
１
回
５
百
円
。

意
見
交
換
。
１
回
５
百
円
。

要
申
込
。
論
語
の
教
え
を
広

要
申
込
。
論
語
の
教
え
を
広

め
る
会

め
る
会 

小
出
方
☎
０
９
０

小
出
方
☎
０
９
０

・
７
０
１
５
・
１
８
２
２

・
７
０
１
５
・
１
８
２
２

●
立
春
と
と
も
に
春
が
来
る

立
春
と
と
も
に
春
が
来
る

　

い
よ
い
よ
２
月
。
節
分
の

　

い
よ
い
よ
２
月
。
節
分
の

翌
日
が
立
春
で
す
。
春
と
い

翌
日
が
立
春
で
す
。
春
と
い

う
言
葉
で
心
は
浮
き
立
ち
ま

う
言
葉
で
心
は
浮
き
立
ち
ま

す
が
、
寒
さ
は
今
が
一
番
、

す
が
、
寒
さ
は
今
が
一
番
、

厳
し
い
と
き
…
。

厳
し
い
と
き
…
。

　

大
正
２
年（
１
９
２
３
）に

　

大
正
２
年（
１
９
２
３
）に

作
ら
れ
た『
早
春
賦
』の
一
節

作
ら
れ
た『
早
春
賦
』の
一
節

に
「
春
は
名
の
み
の
風
の
寒

に
「
春
は
名
の
み
の
風
の
寒

さ
や
〜
」
と
い
う
歌
詞
を
み

さ
や
〜
」
と
い
う
歌
詞
を
み

て
も
風
の
冷
た
さ
が
早
春
の

て
も
風
の
冷
た
さ
が
早
春
の

特
徴
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。

特
徴
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。

そ
の
上
、２
月
は
寒
暖
の
差

そ
の
上
、２
月
は
寒
暖
の
差

が
激
し
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

が
激
し
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

こ
れ
は
北
風
が
衰
え
、南
か

こ
れ
は
北
風
が
衰
え
、南
か

ら
の
風
が
日
本
付
近
で
入
り

ら
の
風
が
日
本
付
近
で
入
り

乱
れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

乱
れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
自
然
界
の
動
き

　

こ
う
し
た
自
然
界
の
動
き

を
私
た
ち
の
先
祖
は
敏
感
に

を
私
た
ち
の
先
祖
は
敏
感
に

捉
え
、
農
作
業
を
始
め
る
時

捉
え
、
農
作
業
を
始
め
る
時

と
し
て
き
ま
し
た
。「
春
」

と
し
て
き
ま
し
た
。「
春
」

は
「
木
の
芽
が
張
る
」
に
由

は
「
木
の
芽
が
張
る
」
に
由

来
し
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

来
し
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

英
語
の
「
春
」
は
「
ス
プ

　

英
語
の
「
春
」
は
「
ス
プ

リ
ン
グ
」
で
水
が
湧
き
出
る

リ
ン
グ
」
で
水
が
湧
き
出
る

「
泉
」と
い
う
意
味
も
あ
り
、

「
泉
」と
い
う
意
味
も
あ
り
、

万
物
が
躍
動
す
る
季
節
…
。

万
物
が
躍
動
す
る
季
節
…
。

　

因
み
に
「
季
節
」
は
英
語

　

因
み
に
「
季
節
」
は
英
語

「
シ
ー
ズ
ン
」
、
フ
ラ
ン
ス

「
シ
ー
ズ
ン
」
、
フ
ラ
ン
ス

語
「
セ
ゾ
ン
」
―
ど
ち
ら
も

語
「
セ
ゾ
ン
」
―
ど
ち
ら
も

「
種
を
蒔
く
」
と
い
う
ラ
テ

「
種
を
蒔
く
」
と
い
う
ラ
テ

ン
語
に
由
来
し
ま
す
。
洋
の

ン
語
に
由
来
し
ま
す
。
洋
の

東
西
を
問
わ
ず
、
春
は
待
ち

東
西
を
問
わ
ず
、
春
は
待
ち

遠
し
い
季
節
。

遠
し
い
季
節
。

　

一
方
、「
立
春
」の「
立
」に

　

一
方
、「
立
春
」の「
立
」に

は「
立
ち
現
れ
る
」と
い
う
意

は「
立
ち
現
れ
る
」と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。「
虹
が
た

味
が
あ
り
ま
す
。「
虹
が
た

つ
」「
噂
が
た
つ
」「
夢
枕
に

つ
」「
噂
が
た
つ
」「
夢
枕
に

た
つ
」さ
ら
に「
神
立（
雷
、雷

た
つ
」さ
ら
に「
神
立（
雷
、雷

鳴
）」「
夕
立
」の
急
な
雨
な

鳴
）」「
夕
立
」の
急
な
雨
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

奈
良
の
人
々
は
東
大
寺
の

　

奈
良
の
人
々
は
東
大
寺
の

「
お
水
取
り
」
で
春
の
訪
れ

「
お
水
取
り
」
で
春
の
訪
れ

を
実
感
す
る
と
い
い
ま
す
。

を
実
感
す
る
と
い
い
ま
す
。

　

水
と
り
や
氷
の
僧
の

　

水
と
り
や
氷
の
僧
の

　

沓く
つ
く
つ

の
音　
　

芭
蕉

の
音　
　

芭
蕉

▼
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ

国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
inin
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

タ
ウ
ン
逗
子

タ
ウ
ン
逗
子

　

２
月
４
日

　

２
月
４
日
1111
時
、
逗
子
市

時
、
逗
子
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
。
福
祉
と

民
交
流
セ
ン
タ
ー
。
福
祉
と

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
テ
ー
マ

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
テ
ー
マ

に
開
催
。

に
開
催
。
1111
時
、
逗
子
チ
ョ

時
、
逗
子
チ
ョ

コ
展
示
と
販
売
。

コ
展
示
と
販
売
。
1313
時
、
ネ

時
、
ネ

パ
リ
・
バ
ザ
ー
ロ
土
屋
春
代

パ
リ
・
バ
ザ
ー
ロ
土
屋
春
代

代
表
が
国
内
に
広
が
る
取
り

代
表
が
国
内
に
広
が
る
取
り

組
み
を
紹
介
。

組
み
を
紹
介
。1515
時
、学
生
の

時
、学
生
の

活
動
発
表
な
ど
。
ワ
ー
ク
シ

活
動
発
表
な
ど
。
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、マ
ー
ケ
ッ
ト
も
。無

ョ
ッ
プ
、マ
ー
ケ
ッ
ト
も
。無

料
。逗
子
市
市
民
協
働
課
☎

料
。逗
子
市
市
民
協
働
課
☎

０
４
６
・
８
７
３
・
１
１
１
１

０
４
６
・
８
７
３
・
１
１
１
１

▼
第
３
回
逗
子
復
幸
男
女
決
定
戦

第
３
回
逗
子
復
幸
男
女
決
定
戦

　

２
月

　

２
月
1111
日
1010
時
、
法
性
寺

時
、
法
性
寺

（
逗
子
市
久
木
）
。
児
童
部

（
逗
子
市
久
木
）
。
児
童
部

門
（
小
学
１
〜
６
年
）
と
男

門
（
小
学
１
〜
６
年
）
と
男

・
女
部
門
に
分
か
れ
山
門
か

・
女
部
門
に
分
か
れ
山
門
か

ら
本
堂
正
門
ま
で
の
坂
を
あ

ら
本
堂
正
門
ま
で
の
坂
を
あ

が
る
コ
ー
ス
で
福
男
女
を
決

が
る
コ
ー
ス
で
福
男
女
を
決

め
る
。
無
料
。
申
込
は
メ
ー

め
る
。
無
料
。
申
込
は
メ
ー

ルbusbanred@
gm
ail.

busbanred@
gm
ail.

com
com

逗
子
災
害
ボ
ラ
バ
ス

逗
子
災
害
ボ
ラ
バ
ス

タ
ー
ズ

タ
ー
ズ 

服
部
方
☎
０
８
０

服
部
方
☎
０
８
０

・
５
０
９
５
・
５
７
６
３

・
５
０
９
５
・
５
７
６
３

▼
う
み
の
環
境
し
ら
べ
隊
調

う
み
の
環
境
し
ら
べ
隊
調

査
活
動
―
由
比
ガ
浜
海
岸
冬
編

査
活
動
―
由
比
ガ
浜
海
岸
冬
編

　

２
月

　

２
月
1111
日
1313
時
、
由
比
ガ

時
、
由
比
ガ

浜
海
岸
。
専
門
家
指
導
の
も

浜
海
岸
。
専
門
家
指
導
の
も

と
海
岸
の
環
境
調
査
を
行
い

と
海
岸
の
環
境
調
査
を
行
い

環
境
改
善
の
方
法
を
考
え

環
境
改
善
の
方
法
を
考
え

る
。
小
学
校
高
学
年
〜
中
学

る
。
小
学
校
高
学
年
〜
中
学

生
。
無
料
。
申
込
は

生
。
無
料
。
申
込
は
℻  ℻  
０

４
６
７
・

４
６
７
・
2222
・
５
１
４
６

・
５
１
４
６

チ
ー
ム
く
じ
ら
号

チ
ー
ム
く
じ
ら
号 

山
田
方

山
田
方

info@
kujirago.org

info@
kujirago.org

▼
鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会

鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会

　

▽

　

▽
干
支
守
り
本
尊
参
り

干
支
守
り
本
尊
参
り
２

月
４
日
８
時

月
４
日
８
時
5050
分
、
鎌
倉
駅

分
、
鎌
倉
駅

西
口
横
浜
銀
行
駐
車
場
。
５

西
口
横
浜
銀
行
駐
車
場
。
５

百
円
。
▽

百
円
。
▽
５
㌔
は
つ
ら
つ
ウ

５
㌔
は
つ
ら
つ
ウ

ォ
ー
ク

ォ
ー
ク
1313
日
永
福
寺
公
園
散

日
永
福
寺
公
園
散

策
。
９
時

策
。
９
時
5050
分
、
鎌
倉
駅
西

分
、
鎌
倉
駅
西

5050
分
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
大

分
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
大

船
駅
デ
ッ
キ
。

船
駅
デ
ッ
キ
。
2727
日
常
盤
亭

日
常
盤
亭

跡
か
ら
登
る
常
盤
山
。
９
時

跡
か
ら
登
る
常
盤
山
。
９
時

5050
分
、
鎌
倉
駅
西
口
時
計
台

分
、
鎌
倉
駅
西
口
時
計
台

広
場
。
２
百
円
。
☎
０
９
０

広
場
。
２
百
円
。
☎
０
９
０

・
２
６
３
３
・
３
７
１
５

・
２
６
３
３
・
３
７
１
５

▼
鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

　

▽

　

▽
梅
ほ
こ
ろ
ぶ
片
瀬
・
腰

梅
ほ
こ
ろ
ぶ
片
瀬
・
腰

越
を
訪
ね
る

越
を
訪
ね
る
２
月
８
・
９
・

２
月
８
・
９
・

1313
日
９
時
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー

日
９
時
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー

ル
大
船
駅
改
札
裏
側
広
場
。

ル
大
船
駅
改
札
裏
側
広
場
。

龍
口
寺
な
ど
。
▽

龍
口
寺
な
ど
。
▽
西
湘
の
古

西
湘
の
古

刹
・
寳
金
剛
寺
で
平
安
秘
仏

刹
・
寳
金
剛
寺
で
平
安
秘
仏

を
特
別
拝
観

を
特
別
拝
観
1515
・
2020
日
９
時

日
９
時

半
、
国
府
津
駅
改
札
口
前
。

半
、
国
府
津
駅
改
札
口
前
。

別
所
梅
林
、
城
前
寺
な
ど
。

別
所
梅
林
、
城
前
寺
な
ど
。

▽
梅
薫
る
六
浦
路
、
密
教
の

梅
薫
る
六
浦
路
、
密
教
の

古
刹
四
カ
寺
巡
礼

古
刹
四
カ
寺
巡
礼
1616
・
1919
・

2121
・
2323
日
９
時
、
鎌
倉
生
涯

日
９
時
、
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
前
。
宝
戒

学
習
セ
ン
タ
ー
前
。
宝
戒

寺
、覚
園
寺
、杉
本
寺
な
ど
。

寺
、覚
園
寺
、杉
本
寺
な
ど
。

　

各
５
百
円
（
交
通
費
・
拝

　

各
５
百
円
（
交
通
費
・
拝

観
料
別
）
。
申
込
は
１
週
間

観
料
別
）
。
申
込
は
１
週
間

前
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か

前
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
℻
で
。
で
。

鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
☎

鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
☎
2424
・
６
・
６

５
４
８

５
４
８
℻
2424
・
６
５
２
３

・
６
５
２
３

▼
鎌
倉
て
ら
こ
や

鎌
倉
て
ら
こ
や

　

▽

　

▽
て
ら
ハ
ウ
ス

て
ら
ハ
ウ
ス
２
月
毎
土

２
月
毎
土

曜
日
曜
日
1010
時
、
大
船
の
千
里
ビ

時
、
大
船
の
千
里
ビ

ル
。
午
前
学
び
、
午
後
遊

ル
。
午
前
学
び
、
午
後
遊

び
。
千
円
。
▽

び
。
千
円
。
▽
土
と
遊
ぼ
う

土
と
遊
ぼ
う

1111
日
1414
時
、
鎌
倉
市
山
崎
の

時
、
鎌
倉
市
山
崎
の

陶
芸
家
・
河
村
喜
史
さ
ん

陶
芸
家
・
河
村
喜
史
さ
ん

宅
。
陶
芸
体
験
。
２
千
円
。

宅
。
陶
芸
体
験
。
２
千
円
。

小
中
学
生
と
保
護
者
。
☎

小
中
学
生
と
保
護
者
。
☎
8484

・
９
７
４
６

・
９
７
４
６

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と
も
に

北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と
も
に

　

▽

　

▽
山
の
手
入
れ

山
の
手
入
れ
２
月
２
月
1717
日

1010
時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

　

▽

　

▽
山
歩
き

山
歩
き
1818
日
９
時
、
山

日
９
時
、
山

ノ
内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景

ノ
内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景

観
を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・

観
を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・

望
月
方
☎

望
月
方
☎
4545
・
７
４
２
０

・
７
４
２
０

▼
ず
し
ま
ち
ク
エ
ス
ト

ず
し
ま
ち
ク
エ
ス
ト

「
商
店
街
た
ん
け
ん
隊
！
」

「
商
店
街
た
ん
け
ん
隊
！
」

　

２
月

　

２
月
1717
日
1313
時
、
逗
子
市

時
、
逗
子
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
・
逗
子
駅

民
交
流
セ
ン
タ
ー
・
逗
子
駅

周
辺
商
店
街
。
ま
ち
の
仕
事

周
辺
商
店
街
。
ま
ち
の
仕
事

や
人
と
の
出
会
い
か
ら
「
働

や
人
と
の
出
会
い
か
ら
「
働

く
こ
と
」
を
考
え
る
。
小
学

く
こ
と
」
を
考
え
る
。
小
学

１
〜
６
年
。
５
百
円
。
要
申

１
〜
６
年
。
５
百
円
。
要
申

込
。
逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
市
民

込
。
逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
６
・

交
流
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
６
・

８
７
２
・
３
０
０
１

８
７
２
・
３
０
０
１

▼
第
1010
回
鎌
倉
子
供
囲
碁
大
会

回
鎌
倉
子
供
囲
碁
大
会

　

２
月

　

２
月
1818
日
1010
時
、
光
明

時
、
光
明

寺
。
鎌
倉
市
を
中
心
に
近
郊

寺
。
鎌
倉
市
を
中
心
に
近
郊

の
囲
碁
好
き
な
子
ど
も
た
ち

の
囲
碁
好
き
な
子
ど
も
た
ち

の
競
技
大
会
。
中
学
生
以

の
競
技
大
会
。
中
学
生
以

下
。
千
円
。要
申
込
。実
行
委

下
。
千
円
。要
申
込
。実
行
委 

近
藤
方
☎

近
藤
方
☎
3131
・
７
５
３
８

・
７
５
３
８

▼
第
２
３
３
回
歌
の
サ
ロ
ン

第
２
３
３
回
歌
の
サ
ロ
ン

　

２
月

　

２
月
2828
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
参
加
型

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
参
加
型

合
唱
と
ミ
ニ
演
奏
。
千
円
。

合
唱
と
ミ
ニ
演
奏
。
千
円
。

古
川
方
☎

古
川
方
☎
2222
・
２
１
３
１

・
２
１
３
１

▼
逗
子
の
市

逗
子
の
市（
雨
天
中
止
）

（
雨
天
中
止
）

　

亀
岡
八
幡
宮
境
内
。
▽

　

亀
岡
八
幡
宮
境
内
。
▽
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
２
月
２
月
2323
日

９
〜
９
〜
1515
時
。
雑
貨
・
衣
類
・

時
。
雑
貨
・
衣
類
・

手
造
り
品
な
ど
約

手
造
り
品
な
ど
約
2020
店
。
店
。

▽
骨
董
市

骨
董
市
2424
日
８
〜

日
８
〜
1515
時
。
時
。

出
店
者
募
集
。
片
岡
方
☎
０

出
店
者
募
集
。
片
岡
方
☎
０

９
０
・
５
４
４
２
・
３
７
７
８

９
０
・
５
４
４
２
・
３
７
７
８

▼
「
鎌
倉
か
る
た
」
で

「
鎌
倉
か
る
た
」
で

遊
ぶ
か
る
た
大
会

遊
ぶ
か
る
た
大
会

　

３
月
３
日

　

３
月
３
日
1313
時
、
建
長

時
、
建
長

寺
。
子
ど
も
や
家
族
な
ど
で

寺
。
子
ど
も
や
家
族
な
ど
で

４
人
１
組
の
チ
ー
ム
を
組
み

４
人
１
組
の
チ
ー
ム
を
組
み

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
優
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
優
勝

を
競
う
。
３
千
円
。
申
込
は

を
競
う
。
３
千
円
。
申
込
は

2020
日
ま
で
に
鎌
倉
ペ
ン
ク
ラ

日
ま
で
に
鎌
倉
ペ
ン
ク
ラ

ブ
☎
ブ
☎
2424
・
４
０
０
２

・
４
０
０
２

▼
逗
子
市
観
光
協
会
の
催
し

逗
子
市
観
光
協
会
の
催
し

　

▽

　

▽
小
坪
わ
か
め
収
穫
祭

小
坪
わ
か
め
収
穫
祭
３

月
４
日

月
４
日
1010
時
、
逗
子
駅
前
広

時
、
逗
子
駅
前
広

場
。
養
殖
わ
か
め
の
詰
め
放

場
。
養
殖
わ
か
め
の
詰
め
放

題
、
浜
値
販
売
。
ア
カ
モ
ク

題
、
浜
値
販
売
。
ア
カ
モ
ク

・
わ
か
め
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

・
わ
か
め
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

も
。
▽

も
。
▽
ア
カ
モ
ク
収
穫
体
験

ア
カ
モ
ク
収
穫
体
験

３
月
６
・

３
月
６
・
1313
日
９
・

日
９
・
1313
時
、
時
、

小
坪
漁
港
・
逗
子
市
漁
業
振

小
坪
漁
港
・
逗
子
市
漁
業
振

興
セ
ン
タ
ー
。
漁
師
と
収
穫

興
セ
ン
タ
ー
。
漁
師
と
収
穫

の
体
験
。
５
百
円
。
要
申

の
体
験
。
５
百
円
。
要
申

込
。
同
協
会
☎
０
４
６
・
８

込
。
同
協
会
☎
０
４
６
・
８

７
３
・
１
１
１
１

７
３
・
１
１
１
１

口
時
計
台

口
時
計
台

広
場
。
２

広
場
。
２

百
円
。

百
円
。

　

▽

　

▽
1010
㌔

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
ク

ウ
ォ
ー
ク

2020
日
大
船

日
大
船

発
・
ふ
た

発
・
ふ
た

つ
の
跨
線

つ
の
跨
線

橋
を
渡

橋
を
渡

る
。
９
時

る
。
９
時

　東北の被災地支援の一環で陸前高　東北の被災地支援の一環で陸前高
田にある就労継続支援事業所に送る田にある就労継続支援事業所に送る
椿の実を３月末まで募集している。椿の実を３月末まで募集している。
製油され、製品となった「つばき製油され、製品となった「つばき
油」の販売もこちらで行い、売り上油」の販売もこちらで行い、売り上
げ金を寄付。送り先は鎌倉市雪ノ下げ金を寄付。送り先は鎌倉市雪ノ下
３―１―32さかい内科・胃腸科クリ３―１―32さかい内科・胃腸科クリ
ニック（☎23・0015）まで。ニック（☎23・0015）まで。

　

２
月

　

２
月
2020
〜
2525
日
鎌
倉
生
涯

日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。

学
習
セ
ン
タ
ー
。

　

鎌
倉
在
住
の
写
真
家
・
原

　

鎌
倉
在
住
の
写
真
家
・
原

田
寛
さ
ん
が
古
都
で
日
本
独

田
寛
さ
ん
が
古
都
で
日
本
独

特
の
意
匠
を
捉
え
た
作
品
約

特
の
意
匠
を
捉
え
た
作
品
約

4040
点
と
、原
田
さ
ん
が
講
師

点
と
、原
田
さ
ん
が
講
師

の
講
座
会
員
が「
鎌
倉
の
四

の
講
座
会
員
が「
鎌
倉
の
四

季
」を
写
し
た
作
品
と
基
礎

季
」を
写
し
た
作
品
と
基
礎

科
会
員
作
品
約
百
点
。無
料
。

科
会
員
作
品
約
百
点
。無
料
。

　

2323
日
1010
時
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ

時
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
。
星
月
写
真
企
画

ー
ト
ー
ク
。
星
月
写
真
企
画

☎
2323
・
３
６
９
４

・
３
６
９
４

　

食
を
介
し
た
心
豊
か
な
地

　

食
を
介
し
た
心
豊
か
な
地

域
社
会
づ
く
り
を
目
指
す

域
社
会
づ
く
り
を
目
指
す

「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉（
渡

「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉（
渡

辺
公
子
代
表
）」
が
み
ん
な

辺
公
子
代
表
）」
が
み
ん
な

の
食
堂「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
」

の
食
堂「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
」

を
毎
月
行
っ
て
い
る
。

を
毎
月
行
っ
て
い
る
。

　

昨
年
３
月
の
開
始
か
ら

　

昨
年
３
月
の
開
始
か
ら
1212

月
ま
で
に

月
ま
で
に
3232
回
開
催
。
０
歳

回
開
催
。
０
歳

〜
高
齢
者
ま
で
誰
で
も
参
加

〜
高
齢
者
ま
で
誰
で
も
参
加

で
き
る
世
代
交
流
の
場
。

で
き
る
世
代
交
流
の
場
。

　

２
月
は

　

２
月
は
1313
日
ロ
ッ
シ
ー

日
ロ
ッ
シ
ー

ズ
、
ズ
、
2121
日
ソ
ン
ベ
カ
フ
ェ
、

日
ソ
ン
ベ
カ
フ
ェ
、

2323
日
鎌
倉
静
養
館
。
い
ず
れ

日
鎌
倉
静
養
館
。
い
ず
れ

も
1616
時
〜
時
〜
1818
時
半
。
中
学
生

時
半
。
中
学
生

以
下
２
百
円
、
大
人
４
百

以
下
２
百
円
、
大
人
４
百

円
。申
込
不
要
。渡
辺
方
☎
０

円
。申
込
不
要
。渡
辺
方
☎
０

９
０
・
５
１
９
９
・
１
６
５
４

９
０
・
５
１
９
９
・
１
６
５
４

「
建
長
寺
」深
瀬
道
子
さ
ん

「
建
長
寺
」深
瀬
道
子
さ
ん

「宇治川」原田寛さん「宇治川」原田寛さん

カフェの風景カフェの風景

ワラビワラビ

季
節
の
心

季
節
の
心
⑲佐

伯　

仁

佐
伯　

仁

春
が
立
つ

星
野　

高
士　

選

星
野　

高
士　

選

香
山　

静
子　

選

香
山　

静
子　

選

東北応援つばき油プロジェクト東北応援つばき油プロジェクト
陸前高田に送る椿の実募集陸前高田に送る椿の実募集

原
田
寛
作
品
展「
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」と

原
田
寛
作
品
展「
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」と

食
を
通
じ
て
多
世
代
交
流

第第

回
風
景
写
真
講
座
作
品
発
表
展

回
風
景
写
真
講
座
作
品
発
表
展

「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉
」

「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉
」

　

鎌
倉
朝
日

　
　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　
　

サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

　

鎌
倉
朝
日

　
　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　
　

サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　

大
町
一
―
一
―
一
四

　
　
　

大
町
一
―
一
―
一
四

 

☎

 

☎
2222
―
３
２
３
６

―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　

長
谷
一
―
一
―
九

　
　
　

長
谷
一
―
一
―
九

 

☎

 

☎
2222
―
１
０
０
４

―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
北
鎌
倉

Ａ
Ｓ
Ａ
北
鎌
倉

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

 

☎

 

☎
3838
―
７
３
２
２

―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　

常
盤
二
四
七
―
二

　
　
　

常
盤
二
四
七
―
二

 

☎

 

☎
3131
―
１
４
４
４

―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　

玉
繩
一
―
一
四
―
一

　
　
　

玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎

 

☎
4646
―
６
０
６
８

―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

 

☎

 

☎
3838
―
７
３
２
２

―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

 

☎

 

☎
3838
―
７
３
２
２

―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
2727
―
８
７
１
６

―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
2727
―
８
７
１
６

―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

　

藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

　

藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
2222
―
７
４
０
９

―
７
４
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
鵠
沼
東
部

Ａ
Ｓ
Ａ
鵠
沼
東
部

　

藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

　

藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
3434
―
６
９
２
４

―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
鵠
沼
西
部

Ａ
Ｓ
Ａ
鵠
沼
西
部

　

藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

　

藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
3434
―
６
９
２
４

―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　

逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

　

逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
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